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調
劃
の
脇
駅
が
、
物
僚
の
鵬
A
R
秘
っ
て
ヌ
所
甜
蹴
制
節
約
ド
ょ
っ

τ、
一
枇
曾
的
生
産
物
の
著
し
き
期
加
を
蔚
ら

し
得
る
と
言
ふ
事
は
、
多
〈
の
皐
ず
に
よ
っ
て
主
張
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
他
方
に
於
て
、
斯
か
る
通

貨
の
膨
脹
は
過
度
の
技
費
を
誘
起
す
る
が
改
に
、
均
斉
的
な
る
経
済
の
後
展
を
筈
ひ
、
恐
慌
に
革
〈
可
き
素
因
を

有
す
る
事
も
亦
否
定
す
る
を
得
な
い
。
斯
〈
て
一
方
に
は
、
物
債
の
安
定
金
以
一
て
均
務
的
な
る
経
済
経
展
の
一
矯
め

の
必
須
要
件
と
せ
ら
れ
、
之
を
ぱ
貨
幣
政
策
の
目
標
と
す
可
き
事
が
要
求
せ
ら
れ
る
。

戦
後
、
特
に
一
九
一
一
三
年
以
後
北
米
合
衆
闘
は
あ
の
素
晴
ら
し
い
繁
栄
会
誇
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
聯
邦

準
備
局
の
周
到
な
る
貨
幣
政
策
に
よ
っ
て
、
同
聞
の
卸
責
物
債
は
略
安
定
を
保
た
れ
て
居
つ
に
。
然
る
に
其
の
結

果
は
如
何
で
あ
ら
う
。

一
九
二
九
年
の
暮
に
於
け
る
株
界
の
恐
慌
に
引
績
い
て
未
曾
有
の
不
景
気
が
訪
れ
た
の
で

あ
る
。
数
年
に
亘
る
繁
柴
の
期
聞
を
通
じ
て
物
債
の
安
定
が
略
成
功
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
に
、
如
何
に
し
て
掛
か
る

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要
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産
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加
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貨
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要
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結
呆
を
招
来
し
七
h
y
、

一一六一一

?
1
Y
は
其
の
原
因
を
ぱ
生
産
技
術
の
念
蓮
な
る
準
歩
に
求
恥
、

八六

用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
「
通
常
な
ら
ば
物
債
が
必
十
下
落
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
に
拘
ら
や
之
れ
を
安
定
せ
し
め

て
置
く
事
は
、
生
産
費
の
不
避
な
る
場
合
に
露
骨
な
信
用
膨
脹
を
行
っ
て
物
債
を
昂
騰
せ
し
む
る
仁
等
し
い
。
要

は
物
侵
騰
貴
そ
の
も
の
で
は
無

t
.
信
用
膨
脹
の
結
果
惹
起
せ
ら
れ
る
生
産
組
織
の
危
除
な
在
ひ
で
あ
る
。
」
と
。

今
物
債
の
安
定
を
目
標
と
す
る
貨
幣
政
策
も
亦
、
必
十
し
も
撹
飢
な
き
粧
持
の
殺
展
佐
保
し
難
い
と
す
る
な
ら

ば
、
貨
幣
政
策
の
目
標
を
何
慮
に
求
h
u
可
き
か
。
刊
行
し
、
物
慣
に
卦
す
る
貨
僻
側
よ
り
の
影
響
を
除
去
し
以
て
財

の
側
に
於
け
あ
諸
事
情
を
直
も
に
物
債
に
反
影
せ
し
め
ん
と
す
る
所
請
中
佐
的
貨
幣

(
2
2
5
-
g
。
己
牛
)
の
思
想
を

突
進
む
れ
ば
、
途
じ
は
如
何
な
る
場
合
に
も
流
通
貨
幣
量
を
増
減
す
可
か
ら
ぎ
る
事
が
要
求
せ
ら
れ
る
叫
粧
掛
が

後
展
一
せ
や
生
産
が
増
加
せ
喝
さ
る
枇
舎
に
於
て
、
若
し
財
の
側
に
撹
乱
的
原
因
が
起
ら
な
か
つ
に
な
ら
ば
、
或
は
斯

か
る
貨
幣
政
策
を
貫
〈
事
も
出
来
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
鰹
掛
が
後
燥
し
枇
合
的
生
産
物
の
増
加
せ
ら
れ
る
揚

合
に
、
常
に
貨
幣
量
不
襲
の
政
策
が
執
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

経
済
の
毅
展
特
に
枇
命
日
的
生
産
物
の
増
加
は
種
々
複
雑
な
る
形
態
の
下
に
行
は
れ
石
川
炉
、
之
れ
を
分
析
す
れ
ば

次
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
先
づ
技
術
の
進
歩
無
き
場
合
に
は
、
↓
資
本
集
約
的
後
展
・
コ
柑
労
働
集
約
的

接
展
・
及
び
臼
粗
放
的
義
一
皮
の
三
つ
に
分
た
る
可
く
、
次
に
技
術
の
進
歩
が
存
す
る
場
合
に
は
、
↓
患
な
る
技
術

の
進
歩
に
基
〈
竣
展
・
∞
技
術
の
進
歩
を
伴
ふ
査
本
集
約
的
義
一
反
・
ヨ
技
術
の
進
歩
を
仲
ふ
勢
働
集
約
的
後
展
・

及
び
四
技
術
の
進
歩
を
伴
ふ
粗
放
的
殺
展
の
四
つ
に
分
た
れ
る
。
然
ら
ぱ
斯
か
る
諸
種
の
形
態
の
下
に
生
産
蝶
張

A. Mahr; Monetary Stability， (Public Policy Pamphlets No目 9)pp. L2-4 
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が
行
は
る
る
場
合
に
、
略
核
展
が
固
滑
に
準
行
す
る
怨
め
に
は
流
通
貨
幣
量
を
如
何
に
す
可
き
で
あ
る
か
。
以
下
主

と
し
て
、
共
等
の
中
で
最
も
重
要
な
る
費
本
集
約
的
殺
展
と
持
術
の
進
歩
に
基
〈
諸
援
展
形
態
と
に
就
で
、
吐
舎

的
生
産
物
の
増
加
に
伴
れ
て
貨
幣
量
を
増
加
す
る
必
要
が
有
る
か
無
い
か
、
若
し
有
り
と
す
れ
ば
知
何
な
る
程
度

に
又
如
何
な
る
傑
件
の
下
に
之
れ
を
増
加
す
可
き
か
等
を
考
察
す
る
事
と
す
る
。
郎
ち
之
れ
に
従
っ
て
、
現
貫
の

桓
捕
間
後
展
に
於
て
貨
幣
政
策
の
目
標
と
し
て
如
何
な
る
場
合
に
如
何
な
る
も
の
を
選
ぶ
可
き
か
を
明
ら
か
に
し
に

い
の
で
あ
る
。

制
取
引
量
の
増
大
の
斜
め
に
如
何
程
貨
幣
需
要
が
大
と
な
っ
て
も
、
同
時
に
貨
幣
の
流
通
速
度
が
増
大
す
る
揚

A
u
に
は
、
貨
幣
畳
の
増
加
を
要
ぜ

F
る
事
は
勿
論
で
あ
る
の
然
し
乍
ら
流
通
速
度
に
闘
し
℃
は
日
に
論
じ
十
一
る
が

故
に
、
此
慮
T
は
便
宜
上
之
れ
を
考
慮
の
外
に
置
く
事
と
す
る
。

二
.
賓
本
集
約
的
脅
展
と
貨
幣
需
要

資
本
の
集
約
化
は
生
産
増
加
を
膏
ら
す
可
き
最
も
一
般
的
な
る
殺
展
形
態
の
一
で
あ
る
。
現
買
に
は
技
術
の
誰

歩
と
密
接
不
離
の
閥
係
に
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
事
で
は
草
に
資
本
財
の
使
用
増
加
に
基
い
て
生
産
増
加
を
膏
ら

す
場
合
の
み
を
問
題
と
す
る
。
然
ら
ぱ
斯
か
る
生
産
過
程
が
均
衡
を
保
ち
つ
つ
殺
展
す
る
が
矯
め
に
は
如
何
な
る

一
般
的
保
件
と
し
て
は
、
費
用
穂
額

'pa
牧
入
組
額
と
が
一
致
す
る
事
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
克
に
特
に
、
勢
賃
割
A
口
及
び
利
子
割
合
が
帥
労
働
力
及
び
固
定

保
件
が
必
要
で
あ
る
か
。
此
れ
'
伊
二
々
枚
畢
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

第
六
披

八
七

ー

ムノ、

5)拙稿』貨幣需要と貨幣の流通主主度(経済論叢第三十八巻-一披)



生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

第
六
時
抗

i¥ 
i¥ 

一
一
六
凶

費
本
の
新
牧
益
力
に
臆
じ
て
品
硬
化
す
可
き
事

V
要
す
る
。
更
に
問
題
を
簡
単
な
ら
し
め
る
ゑ
め
に
、
各
生
産
部
門

に
於
て
増
加
固
定
資
本
の
牧
盆
力
が
均
等
で
あ
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
も
同
じ
〈
、
更
に
需
要
の
弾
力
性
が
不

襲
な
り
と
偲
定
す
る
。
今
斯
か
る
前
提
の
下
ド
於
て
流
通
貨
幣
額
佐
如
何
に
す
可
き
か
を
知
る
矯
め
に
、
先
づ
貨

幣
量
を
不
麓
と
せ
し
場
合
に
鰹
梼
が
均
啓
的
に
後
遣
し
得
る
や
否
や
eT
見
、
克
に
物
使
水
準
或
は
捗
賃
水
準
等
念

日
棋
と
し
て
貨
幣
量
密
増
加
せ
し
場
令
に
は
如
何
な
る
結
果
を
生
中
る
か
を
検
討
し
ゃ
う
。

一
貨
幣
量
営
不
鍵
と
す
る
場
合
。
資
本
集
約
的
生
産
瞬
張
の
行
は
れ
る
場
合
に
貨
幣
量
を
不
離
と
す
れ
ば
、
物

債
は
必
然
的
に
下
落
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
均
衡
を
保
ち
つ
つ
生
産
購
張
が
櫨
績
さ
れ
得
る
潟
め
に
は
、
費
用
組

額
・
と
牧
益
総
額
と
が
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
生
産
物
一
単
位
嘗
り
の
費
用
が
物
債
の
下
落
と

同
程
度
に
低
下
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
成
程
、
勢
働
力
は
増
加
せ
ざ
る
が
故
に
勢
賃
費
用
の
組
額
は
増
加
す
る
伝

要
し
な
い
で
め
ら
う
。
蓋
し
、
勢
働
の
新
耽
盆
力
は
増
加
し
て
も
一
方
に
於
て
物
債
が
下
落
す
る
矯
め
に
貫
質
持

賃
一
か
高
ま
り
得
る
が
故
で
あ
る
。
叉
利
子
費
用
に
就
て
見
る
に
、
資
本
財
を
多
〈
用
ふ
る
結
果
利
子
費
用
が
増
加

す
る
が
如
く
に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
他
方
に
於
て
固
定
資
本
の
牧
益
力
が
低
下
す
る
故
に
、
利
子
費
用
組
額
は
増

加
し
な
い
で
も
あ
ら
う
。
斯
く
て
費
用
組
額
が
増
加
せ
中
生
産
物
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
、
多
少
物
債
が
下
落
し

て
も
生
産
物
単
位
営
り
の
費
用
の
減
少
の
矯
め
に
企
業
家
の
損
失
は
起
ら
な
い
か
も
知
れ
恥
。

然
し
乍
ら
蕗
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
消
粍
資
本
財
の
補
充
は
別
と
し
て
も
、
新
増
加
固
定
資
本
の
調
達

費
用
で
あ
る
ω

此
の
費
用
が
過
去
の
節
約
資
金
で
充
さ
る
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
一
般
に
資
本
集
約
的
生
産
憤
張

W.Egle;D酒 NeulraleGeld. S. 5'・高田保馬，経済皐新議第五巻一二三頁
Egle; a. a. o. S. 33 
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の
行
は
る
る
場
合
に
は
、
斯
か
る
資
本
財
の
債
格
が
騰
貴
す
る
傾
向
あ
る
が
故
山
、
其
の
場
合
に
は
費
用
の
増
加

を
惹
起
す
る
事
と
な
る

q

叉
資
本
の
集
約
化
は
必
十
し
も
生
産
段
階
数
の
増
加
又
は
極
的
呂
の
垂
直
的
介
業
と
結
合

めし
らて
れゐ
てる
ゐも
るの
ので
では
あな
る引 L、
。ヵ=

一
般
に
は
資
本
集
約
度
の
増
大
が
替
業
貨
幣
の
需
要
を
み
大
な
ら
し
め
る
志
の
と
認

貨
幣
量
を
不
鍵
と
す
れ
ば
斯
か
る
管
業
貨
幣
の
需
要
増
加
は
如
何
に
し
て
充
足
せ
ら
れ
る
か
。

』
イ
エ
ヅ
ク
・
色

亦
迂
回
生
産
の
延
長
の
矯
め
に
替
業
貨
幣
需
要
の
大
と
な
る
事
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
だ
け
は
所
得
貨
幣
よ

b

取
去
ら
る
可
き
も
の
と
の
親
知
か
ら
次
の
如
〈
述
べ
て
ゐ
る
。
帥
ち
「
消
費
財
か
ら
本
源
的
生
産
手
段
へ
流
れ
込

む
貨
幣
の
流
れ
は
蹴
張
せ
ら
れ
る
が
、
共
の
長
河
一
が
延
長
せ
ら
れ
る
代
ち
に
其
の
幅
が
狭
め
ら
れ
み
。

自
己

ち
生
産
要
素
一
単
位
の
債
格
が
下
落
し
、
消
費
財
一
単
位
の
債
格
は
生
産
増
加
の
斜
め
に
一
層
下
落
す

L
o」
と
。

故
に
彼
は
所
得
貨
幣
量
の
減
少
を
認
か
る
と
同
時
に
費
用
組
額
色
減
少
す
べ
き
旨
セ
述
べ
て
ゐ
る
の
で
必
る
。

然
し
乍
ら
、
今
勢
賃
利
率
の
下
落
を
認
め
て
、
勢
賃
費
用
の
穂
額
は
多
少
減
少
し
利
子
費
用
の
線
額
が
増
加
せ

-
?
と
し
て
も
、
増
加
固
定
資
本
調
達
の
費
用
並
び
に
固
定
資
本
消
粍
額
の
補
充
費
用
が
過
去
の
節
約
高
を
以
て
不

充
分
な
る
時
に
は
、
費
用
組
額
の
減
少
は
言
ふ
に
足
ら

Y
る
も
の
と
な
る
。
而
も
他
方
に
於
て
は
、
所
得
貨
幣
量

の
蹴
少
の
矯
め
に
、
偲
令
生
産
高
は
増
加
し
て
も
‘
生
産
増
加
率
以
上
に
物
僚
が
下
落
し
て
牧
入
組
額
の
低
誠
を

京
市
す
・
も
の
で
あ
る
。
克
に
又
、
勢
賃
の
下
落
は
勢
働
者
階
級
か
ら
の
反
卦
の
矯
め
に
容
易
に
行
は
れ
難
〈
、
艦
済

援
展
に
伴
れ
て
住
宅
そ
の
他
の
消
費
方
面
へ
の
資
本
利
用
も
増
加
す
る
が
故
に
利
子
の
下
落
に
も
困
難
が
伴
ふ
も

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

一
一
六
五
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産
増
加
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幣
需
要
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巻
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の
で
め
る
。

要
す
る
に
、
資
本
集
約
化
に
よ
る
生
産
瞭
張
が
行
は
る
る
場
合
に
は
、
企
業
家
が
損
失
を
豪
ら
唱
す
に
物
債
や
}
下

げ
得
る
程
度
は
、
貨
幣
量
を
不
麓
と
す
る
場
合
に
賓
際
上
物
慣
が
下
落
す
る
程
度
に
及
ぱ
玄
る
も
の
に
し
て
、
均

持
的
な
る
鰹
梼
殺
展
は
望
ま
れ
得
な
い
事
と
な
る
。

然
ら
ぱ
貨
幣
量
を
増
加
す
る
と
す
れ
ば
何
を
標
準
と
し
て
共
の
増
加
を
闘
あ
可
き
か
。
次
に
、
物
債
安
定
を
目

標
と
し
て
流
通
貨
幣
量
を
附
加
す
る
場
合
に
資
本
集
約
的
殺
展
が
均
衡
を
保
ち
つ
つ
行
は
れ
得
る
や
否
や
や
}
考
察

し
ゃ
う
。

に
物
債
安
定
を
目
標
と
し
て
流
通
貨
幣
量
を
増
加
す
る
場
合
。
物
債
の
安
定
を
目
標
と
す
る
時
に
は
、
枇
曾
的

生
産
物
の
増
加
に
臆
じ
て
所
得
貨
幣
量
を
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
や
資
本
集
約
化
に
件
れ
て
管
業
質
解
量

を
も
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
所
得
貨
幣
の
み
に
就
て
見
る
に
、
持
働
量
は
増
加
せ

e

さ
る
が
故
に
、
貨
幣
需
要
は

主
と
し
て
利
子
費
用
の
矯
め
に
高
ま
る
可
き
で
あ
る
。
故
に
貨
幣
量
の
増
加
が
糎
漕
接
展
に
及
ぽ
す
影
響
は
利
子

を
通
じ
て
行
は
れ
、
而
も
利
子
率
は
固
定
資
本
の
牧
益
力
に
依
存
す
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
問
題
は
固
定
資
本

の
耽
盆
カ
如
何
に
係
る
事
と
な
る
。

υ固
定
資
本
の
牧
盆
力
炉
高
ま
る
場
合
。
単
な
る
資
本
集
約
的
援
展
に
於
て
は
、
国
定
資
本
の
増
加
の
矯
め
に

そ
の
牧
盆
力
が
増
大
す
る
事
は
極
め
て
稀
で
あ
る
が
、
其
の
時
に
は
自
ら
利
率
が
高
ま
り
利
子
所
得
が
著
し
く
増

大
す
る
事
と
な
る
。
而
も
利
子
所
得
者
は
其
の
杢
部
を
消
費
せ
や
将
来
の
矯
め
に
節
約
す
る
が
故
に
、
節
約
が
飛

(Egle; a. a. O. S. 35)働，物債の下落にヲれて時業貨幣需要も減少ナるでは
なドかとも考~bれるが，固定資本白限界生産力の減φの矯めにそ白再生産
が一層建かに行はれねばな bね事となるか b，偉業貨幣需要は増加ナべ曹で
ある・又資本財産業の垂直的段Fが増加ナれば9 そ田中閥均取引が増加ナる
故に瞥業貨幣需要を大ならしめる.
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躍
的
に
増
大
し
均
斉
的
な
る
経
済
援
展
は
破
ら
る
る
事
と
な
る
。

何
固
定
資
本
の
牧
益
力
が
著
し
〈
抵
下
す
る
場
合
。
此
の
時
に
は
利
率
も
亦
著
し
く
低
下
さ
る
可
き
が
故
川
、

恒
令
資
本
長
の
増
加
に
も
拘
は
ら
や
、
利
子
費
用
組
額
は
不
器
使
な
る
か
或
は
低
減
す
る
場
合
す
ら
考
へ
ら
れ
ム
。

然
る
に
枇
曾
的
生
産
物
の
総
量
は
兎
に
角
増
加
す
る
が
故
に
、
所
得
貨
幣
の
量
が
又
増
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
飴
剰
貨
幣
量
は
妙
賃
に
用
ひ
ら
れ
て
、
或
は
、
従
来
よ
り
多
数
の
州
労
働
者
を
使
用
す
る
事
正
な
る
か
、
或

は
勢
賃
を
騰
貴
せ
し
な
る
に
至
る
。
若
し
多
数
労
働
者
の
琳
加
に
至
れ
ば
純
粋
な
る
資
本
集
約
的
竣
展
過
程
は
破

ら
れ
て
成
謂
粗
放
的
極
構
接
展
の
形
に
輯
向
す

L
o
若
し
叉
勢
貨
を
騰
貴
せ
し
む
る
事
左
な
れ
ば
、
盆
々
資
本
集

約
皮
を
過
大
な
ら
し
め
、
誕
に
収
拾
慌
件
一
か
謀
化
す
れ
ば
技
術
の
進
歩
の
旭
ら
，
さ
る
限
り
殺
肢
は
阻
止
3
る
る
に

至
る
。い

固
定
資
本
の
牧
益
力
が
除
々
に
低
下
す
る
場
合
。
今
資
本
集
約
化
の
結
果
固
定
資
本
の
牧
益
力
炉
著
し
く
低

下
し
な
い
山
場
合
に
は
、
利
子
率
も
亦
殆
ん
ど
低
下
せ
ら
れ
な
い
。
之
れ
資
本
集
約
的
援
展
の
最
も
一
一
般
的
な
る
揚

会
で
あ
っ
て
、
利
子
費
用
増
大
の
矯
め
に
貨
幣
需
要
が
起
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
芙
れ
と
同
時
に
耐
労
働
の
生
産

力
が
増
加
す
る
故
に
持
賃
も
亦
幾
分
高
め
ら
れ
る
。
斯
〈
て
物
債
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
す
る
場
合

に
は
、
利
子
ム
」
努
賃
と
の
卒
均
が
略
一
定
な
る
を
得
る
事
と
な
L
。

今
以
上
の
如
き
固
定
資
本
の
牧
盆
力
の
異
る
三
つ
の
場
会
を
見
る
に
、
最
初
の
二
つ
の
場
合
に
は
明
か
に
均
斉

的
な
る
艦
梼
議
展
が
望
ま
れ
難
〈
、
最
後
の
場
合
に
の
み
略
均
務
的
な
る
後
展
を
望
み
得
る
の
で
あ
る
。
却
も
此

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
入
血
管

一
一
六
七

第
六
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九

物倒下落の程度と同程度に資本財債格の下落ナる時代.は資本財生産部門が横
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生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
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八
巻
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八

第
六
就

九

の
場
合
に
は
、
持
賃
費
用
利
子
費
用
が
共
に
増
加
す
る
が
同
時
に
他
方
に
於
て
共
れ
だ
け
牧
入
額
を
増
加
す
可
〈
、

更
に
固
定
資
本
増
加
の
矯
め
の
費
用
も
股
盆
増
大
の
程
度
と
同
程
度
に
は
増
加
せ

F
る
が
故
に
、
企
業
の
損
失
も

無
〈
、
節
約
高
も
増
加
し
て
資
本
集
約
的
生
産
増
加
が
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
次
の
生
産
期
に
憤
張

せ
ら
る
可
き
資
本
財
は
今
期
に
於
て
増
産
せ
ら
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
故
に
、
今
期
の
節
約
額
が
正
に
斯
か
る
資

本
財
の
債
格
に
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
め
る
。

右
の
如
く
、
資
本
集
約
的
経
持
胤
官
民
に
就
て
は
、
大
開
物
憤
水
準
の
安
定
皆
目
標
と
し
て
貨
幣
量
の
物
加
を
行

ふ
な
ら
ば
、
其
の
均
務
的
後
展
に
障
害
を
奥
へ
な
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
利
子
費
用
の
低
減
又
は
其
他
何
ら
か
の

理
由
に
よ
っ
て
勢
貨
の
甚
し
き
騰
貴
を
惹
起
す
る
事
が
め
れ
ば
、
寧
ろ
貨
幣
量
増
加
の
程
度
営
蹴
じ
て
持
貨
の
安

定
を
目
標
と
す
可
き
で
あ
る
。
印
ち
貨
幣
政
策
の
目
標
と
し
て
は
、
貨
幣
量
不
麓
の
政
策
に
出
づ
る
を
得
宇
し
て

物
債
の
安
定
に
勢
賃
の
安
定
を
加
味
せ
る
も
の
を
採
用
す
可
き
で
あ
る
。

以
上
は
、
各
生
産
部
門
に
於
て
、
固
定
資
本
の
牧
盆
力
及
び
資
本
の
有
機
的
構
成
等
が
等
し
く
且
需
要
の
弾
力

性
も
亦
一
定
せ
る
も
の
ど
の
前
提
を
置
い
に
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
掛
か
る
前
提
は
事
賃
上
望
ま
れ
得
な
い
も

の
で
あ
っ
て
、
人
口
増
加
の
事
賓
は
、
純
粋
な
る
資
本
集
約
的
援
展
す
ら
許
さ
な
い
で
め
ら
う
。
殊
に
技
術
上
の

関
係
よ
り
各
生
産
部
門
の
資
本
集
約
的
後
展
は
大
な
る
影
響
を
受
〈
可
〈
、
需
要
の
構
成
的
襲
化
は
言
ふ
に
及
ぱ

十
其
の
弾
力
性
が
小
な
る
場
合
に
は
生
産
増
加
す
ら
も
行
は
れ
得
な
い
。

然
し
乍
ら
、
今
は
共
等
の
諸
前
提
の
擾
化
せ
る
個
々
の
場
合
を
論
争
る
事
は
全
〈
不
可
能
に
し
て
、
共
の
概
論

頁
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す
ら
省
略
す
る
の
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
場
合
に
色
、
有
く
も
資
本
集
約
的
後
展
の
行
は
る
る
場
合
長
貨
幣
量
を

不
麓
に
し
て
置
く
時
に
は
必
十
均
務
的
脅
展
の
行
は
れ
得

F
る
事
だ
け
は
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

三
、
持
働
集
約
的
構
展
並
び
に
粗
放
的
韓
展
I
C
貨
幣
需
要

蕊
に
所
謂
捗
働
集
約
的
援
展
司
と
は
、
曜
に
鍔
働
力
の
み
の
増
加
に
よ
り
て
生
産
横
張
を
鷲
ら
す
可
き
場
会
を
指

し
、
粗
放
的
竣
展
と
は
、
資
本
並
び
に
制
労
働
力
の
増
加
に
よ
り
て
生
産
慣
暖
炉
}
招
来
す
る
場
合
を
指
す
。
従
っ
て

今
日
の
極
構
枇
曾
に
於
て
は
、
勢
働
集
約
的
援
展
は
其
の
行
は
る
る
範
閏
極
め
て
狭
く
、
口
ハ
技
術
の
謹
歩
其
他
の

陸
自
に
よ
り
て
他
方
国
に
労
働
力
の
館
剰
を
生
じ
た
る
場
合
日
、
比
の
労
働
力
炉
)
吸
牧
す
る
斜
め
に
の
み
其
の
意

義
を
認
め
ら
る
る
・
も
の
で
あ
る
。
更
に
叉
技
術
の
進
歩
を
伴
は
ぎ
る
翠
な
Z
粗
放
的
義
展
も
宜
際
上
に
は
庚
く
行

は
れ
一
ぎ
る
所
で
あ
る
。
故
に
此
等
の
雨
場
会
に
就
て
は
単
に
共
の
概
略
を
遮
ぷ
る
仁
止
め
た
い
の
で
あ
る
。

一
日
労
働
集
約
的
稜
展
の
行
は
る
る
場
合
。
此
の
場
A
口
に
は
資
本
財
産
業
の
慣
張
を
仲
は
ぎ
る
が
故
に
、
替
業
貨

幣
に
劃
す
る
需
要
は
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
中
、
問
題
は
所
得
貨
幣
の
方
面
の
み
に
局
限
せ
ら
れ
る
。
而
も
所
得
貨

幣
の
量
を
決
定
す
る
も
の
は
労
賃
費
用
に
し
て
.
利
子
費
用
は
通
常
費
化
せ
ゴ
る
も
の
で
あ
る
。

A
1
捗
働
の
牧
益

力
が
著
し
く
低
下
せ
る
場
合
を
除
け
ば
、

一
般
に
は
持
賃
は
下
落
し
て
も
努
賃
総
額
は
増
加
す
る
も
の
と
考
へ
ら

れ
る
。
故
に
若
し
貨
幣
量
不
壊
の
原
則
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
此
の
勢
賃
貸
幣
の
需
要
増
加
に
鷹
や
る
を
得
や
し

て
、
斯
か
る
毅
展
は
直
ち
に
行
詰
る
で
あ
ら
う
。

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
入
品
せ

二
六
九

第
六
時
碗

九
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生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
六
就

九
四

第
三
十
八
巻

七

O 

然
ら
ば
物
債
の
安
定
を
目
標
と
し
て
生
産
物
の
増
加
す
る
だ
け
所
得
貨
幣
量
を
増
加
す
れ
ば
如
何
な
る
か
。
此

の
揚
合
に
は
、
勢
賃
費
用
の
増
加
に
も
拘
は
ら
や
利
子
費
用
の
不
襲
な
る
矯
め
に
、
企
業
は
莫
大
の
利
調
を
上
げ

得
る
が
如
〈
に
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
利
潤
が
貫
現
き
れ
る
の
は
、
企
業
家
自
身
が
自
己
の
生

産
物
を
購
入
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
に
し
て
、
寅
際
上
は
企
業
家
は
共
の
銑
剰
利
潤
を
令
部
消
費
財
の
購
入

に
用
ふ
る
も
の
で
は
無
〈
、
主
と
し
て
査
本
財
の
購
入
に
向
け
る
も
の
で
め
あ
。
業
の
結
果
、
目
標
と
せ
し
.
物
債

の
安
定
は
得
ら
れ
争
、
而
も
妙
働
集
約
的
務
腿
は
阻
止
苫
る
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
故
バ
い
此
の
場
合
に
は
、
物
慣

の
安
定
を
目
標
と
し
て
所
得
貨
幣
の
増
加
を
同
名
事
な
く
、
寧
ろ
対
日
貨
を
目
標
と
し
て
貨
鱗
量
の
増
加
を
困
る
可

き
で
あ
ら
う
。

に
粗
放
的
後
展
の
行
は
る
る
場
合
。
郎
ち
‘
資
本
量
が
増
加
す
る
の
み
な
ら
や
勢
働
力
も
亦
増
加
す
る
此
の
殺

展
形
態
に
於
て
は
、
資
本
及
び
崎
町
働
の
耽
盆
力
が
直
ち
に
生
産
高
の
上
に
反
影
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
生
産
増

加
に
臆
じ
て
卸
ち
物
債
の
安
定
を
目
標
と
し
て
生
産
量
を
増
加
す
る
に
最
も
壇
賞
な
る
揚
会
で
あ
る
。
従
っ
て
、

貨
幣
量
を
増
加
せ
、
ざ
る
が
如
き
貨
幣
政
策
は
全
然
採
用
の
飴
地
な
き
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

回
、
技
術
の
遁
歩
に
基
〈
器
展
と
貨
幣
需
要

技
術
の
進
歩
と
言
ふ
言
葉
は
種
々
な
る
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
が
、
姦
で
は
、
所
謂
生
産
方
法
の
進
歩
を
意
味
せ

し
め
て
、
費
本
財
利
用
の
合
理
化
の
み
な
ら
十
持
働
の
合
理
化
及
び
勢
働
組
織
の
合
理
化
等
を
も
含
ま
し
め
る
事

a. U. O. S. 67 
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と
す
る
。
斯
か
る
技
術
の
法
歩
は
、
多
〈
の
場
合
に
企
業
規
模
の
撰
張
資
本
集
約
化
等
を
伴
ふ
も
の
で
め
る
科
、

便
宜
上
、
資
本
量
及
び
勢
働
量
に
於
け
る
饗
化
を
切
離
し
て
考
察
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
、
査
本
量

及
び
勢
働
量
口
一
麓
化
な
〈
単
に
技
術
の
進
歩
す
る
事
の
み
に
よ
り
で
生
産
増
加
の
育
ら
き
れ
得
る
場
合
に
於
げ
る

貨
幣
需
要
を
考
察
し
、
然
る
後
に
捗
働
量
並
び
に
資
本
量
の
護
化
す
る
場
合
を
研
究
し
ゃ
う
。

い
単
な
る
技
術
の
準
歩
の
み
に
よ
り
で
生
産
増
加
の
背
ら
さ
る
る
場
合
。
今
生
産
各
部
門
に
於
で
技
術
進
歩
の

桂
皮
が
等
し
き
も
の

t
暇
定
し
、
真
に
需
要
の
方
面
よ
り
の
盤
化
を
無
税
す
れ
ば
、
事
に
初
め
て
貨
幣
量
不
整
の
・

原
則
佐
探
用
し
て
略
誤
り
な
き
色
の
と
考
~
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
貨
幣
量
密
不
韓
な
ら
し
め
る
場
合
に
は
、

生
産
増
加
の
焔
め
に
物
慣
は
下
務
庁

.5
る
拾
得
な
い
?
め
ら
う
。
然
し
乍
ら
此
の
場
合
に
は

3

管
業
貨
幣
常
事
の

持
型
化
な
き
も
の
と
す
る
限
り
、
所
得
貨
幣
の
量
が
減
少
せ
ま
る
故
に
、
利
子
費
用
勢
賃
費
用
の
高
ま
ら
ぎ
る
所
よ

り
、
販
貰
の
撞
飢
も
企
業
の
損
失
も
起
ら
な
い
の
叫
あ
る
、
勿
論
、
此
の
場
合
に
も
、
利
子
第
賃
の
異
質
債
値
を

不
捷
な
ら
し
め
る
様
に
利
子
労
賃
な
引
下
ヤ
る
場
合
に
は
、
企
業
は
過
剰
利
潤
ぞ
得
て
、
均
衡
的
な
る
殺
肢
が
破

ら
れ
る
か
色
知
れ
な
い
が
、
多
く
の
場
合
に
は
、
利
子
勢
賃
が
引
下
げ
ら
れ
や
し
て
、
利
子
所
得
者
勢
賃
所
得
者

を
し
て
、
技
術
進
歩
の
恩
揮
に
溶
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ふ
。

然
ら
ば
物
債
の
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
せ
し
場
合
に
は
如
何
な
る
結
果
を
生
守
る
か
。
生
産
増
加
・

に
醸
じ
て
利
子
所
得
及
び
勢
賃
所
得
が
高
め
ら
れ
た
な
ら
ば
別
で
あ
る
が
、
然
ら
r
d

る
限
、
り
は
販
買
の
停
滞
を
生

A
V
る
か
或
は
企
業
家
利
潤
を
著
し
く
増
大
せ
し
め
、
斯
か
る
利
潤
は
消
費
せ
ら
れ

F
る
が
故
に
過
度
の
節
約
に
向

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

ーヒ
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を
用
ひ
ら
れ
得
ゃ
う
が
、
共
の
賃
際
上
の
趨
用
範
囲
は
極
め
て
狭
い
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

に
技
術
の
進
歩
と
共
に
費
本
集
約
化
の
行
は
る
る
揚
会
。
姦
に
も
先
づ
、
技
術
の
進
歩
並
び
に
費
本
の
集
約
度
叫

が
各
生
産
部
門
に
於
て
均
等
な
る
志
の
を
偲
定
し
、
且
人
口
の
増
加
度
需
要
の
麓
化
等
を
考
慮
の
外
に
置
く
事
と

nu
戸

a
c
d
 

す
る
O

然
ら
ぱ
斯
か
る
義
展
形
態
の
下
に
於
て
は
貨
幣
量
を
如
何
に
す
可
き
で
あ
る
か
。

a
n
u

ob 
E

L

 

生
産
増
加
と
貨
曾
需
要

第
三
十
八
巻

九
ノ、

七

第
六
挽

は
し
め
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
ρ

従
っ
て
此
の
場
合
に
、
物
債
の
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
す
る
事

は
、
明
か
に
遜
貨
膨
脹
と
著
し
き
結
果
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
右
の
如
き
譜
前
提
は
、
現
寅
の
事
寅
よ
h
J
遠
r
d

か
れ
る
も
の
に
し
て
事
技
術
の
進
歩
が
各
生
産

部
門
に
於
て
一
様
に
行
は
れ
る
が
加
型
場
合
は
極
め
て
稀
な
る
可
〈
、
需
要
の
構
成
的
襲
化
及
び
共
の
弾
力
性
の

如
、
き
も
の
も
斯
か
る
形
態
の
後
展
を
害
す
る
事
極
め
て
大
な
る
場
合
炉
存
す
る
の
で
あ
る
。
倒
へ
ば
技
術
の
准
歩

が
一
郎
の
産
業
に
溜
り
し
場
合
に
は
、
他
の
緒
藤
栄
hyh
縮
少
し
て
鴬
該
産
業
炉
傭
張
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
め
ら

う
が
、
共
の
際
雨
つ
の
産
業
聞
に
資
本
及
び
勢
働
を
移
轄
せ
し
め
る
矯
め
に
は
、
必
A
V
飴
剰
の
購
買
力
を
必
要
と

す
る
・
も
の
で
あ
ム
。
又
趣
味
噌
好
等
の
麓
化
の
矯
め
に
需
要
の
構
成
的
費
化
の
起
る
揚
舎
は
勿
論
の
事
、
共
の
揮

偲
令
技
術
の
進
歩
が
行
は
れ
得
て
も
生
産
構
眠
h
y
賞
現
す
る
を
梓
な
い
の
で
あ

力
性
が
不
利
な
る
場
合
に
は
、

日
。
。
要
す
る
仁
、
単
な
る
技
術
の
進
歩
の
み
に
よ
り
て
生
産
増
加
が
鷲
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
貨
幣
量
不
避
の
政
策

今
資
本
集
約
化
が
行
は
る
る
と
同
時
に
生
産
技
術
が
進
歩
す
る
結
果
、
単
な
る
資
本
集
約
的
接
展
の
場
合
よ

h

も
生
産
増
加
の
程
度
は
大
と
な
る
可
き
で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
の
耽
盆
力
も
減
少
す
る
事
少
〈
、
利
率
・
も
亦
草
な • 



る
資
本
集
約
的
援
展
の
場
合
程
に
は
低
下
す
る
を
得
な
い
。
故
に
若
し
材
労
働
力
が
減
少
せ
・
?
と
す
れ
ば
、
単
な
る

資
本
集
約
的
援
展
の
場
合
よ
り
色
一
一
層
明
か
に
貨
幣
量
不
麺
の
政
策
を
執
り
得
な
い
の
で
あ
ム
。
印
ち
、
若
し
貨

幣
量
を
増
加
せ
ぎ
る
場
合
に
は
、
企
業
の
牧
入
組
額
一
か
不
麺
な
る
に
拘
ら
や
利
子
費
用
が
増
大
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
共
に
、
横
張
き
る
可
き
資
本
財
の
債
格
が
騰
貴
す
る
矯
め
に
共
の
調
達
費
も
亦
増
加
す
可
き
が
故
で
あ
る
。

叉
州
労
働
の
生
産
力
が
増
大
す
る
に
拘
は
ら
十
賞
質
勢
賃
を
高
め
十
し
て
勢
賃
費
用
を
減
少
せ
し
め
得
た
り
・
と
す
る

も
、
利
子
費
用
の
増
加
の
矯
め
に
費
用
穂
積
は
殆
ん
ど
減
じ
得
な
い
で
め
ら
う
叩
偲
令
叉
勢
賃
費
用
の
減
少
額

Y

け
企
業
家
利
潤
が
生
じ
た
り
と
す
る
も
、
共
の
額

rけ
は
消
費
財
の
購
買
に
向
け
ら
れ
宇
し
て
新
資
本
財
の
購
入

に
向
け
ら
る
が
故
に
、
間
平
に
資
本
財
の
債
格
を
そ
れ

rけ
勝
賞
性
し
か
る
に
止
ま
る
ぞ
あ
ら
う
。
所
〈
亡
貨
幣
量

不
麺
の
政
策

ee固
執
す
る
限
h
J
、
均
衡
的
な
る
球
環
展
は
望
ま
れ
得
な
い
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
掛
か
る
殺
展
の
下
に
於
て
、
物
債
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
す
れ
ば
如
何
。
勢
賃
の
騰
貴
が

大
な
ら
r
d

る
限
り
、
企
業
家
は
費
用
の
低
下
の
魚
め
に
多
大
の
鈴
剰
利
潤
を
獲
得
す
可
く
、
共
の
利
潤
額
は
費
本

財
に
劃
す
る
需
要
を
増
加
す
る
が
故
口
、
資
本
財
産
業
は
過
度
に
横
大
せ
ら
れ
、
飛
躍
的
な
る
資
本
集
約
化
は
謹

に
揖
説
に
導
く
で
あ
ら
う
の
従
っ
て
斯
か
る
礎
展
過
程
に
於
で
は
、
貨
幣
量
を
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
か
で

あ
る
が
.
共
の
目
標
を
典
ふ
る
事
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

尚
、
最
初
に
掲
げ
た
る
が
却
さ
前
提
を
除
く
な
ら
ば
、
貨
幣
量
増
加
の
矯
め
の
目
標
は
一
一
暦
複
雑
と
な
り
て
到

底
藷
に
越
ぺ
蓋
し
得
ぎ
る
所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
共
の
一
場
合
と
し
て
、
各
生
産
部
門
の
一
部
に
於
て
の
み
技
術

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
六
披

九
七

第
三
十
八
巻

七

長五四閥番目
同

4
寸

a

M
m

前

g
o
 

・
馬

0
0
保

ι
a
岡

弘
札
高



生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

丸
l¥ 

第
六
時
凪

七
四

の
進
歩
資
本
の
集
約
化
が
行
は
る
る
場
合
ぞ
見
て
も
、
貨
幣
量
不
麓
の
政
策
よ
り
も
寧
ろ
物
債
安
定
を
目
標
左
せ

る
政
策
の
方
が
優
り
居
る
所
以
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
賄
に
闘
し
で
は
、
プ
ツ
ド
グ
が
』
イ
エ
ツ

ク
設
営
批
評
せ
る
個
叫
に
於
て
好
個
の
例
を
一
不
し
居
る
が
故
に
、
姦
で
も
又
共
の
例
を
引
用
す
る
事
と
す
4
Q
G

今
一
経
済
枇
舎
に
於
て
共
の
枇
命
日
的
生
産
物
が
織
物
と
小
委
と
よ
り
成
り
、
共
の
債
格
が
一
単
位
に
付
各
々
一

時
な
り
と
す
る
。
一
見
仁
.
織
物
も
小
委
も
共
仁
百
草
位
宛
生
産
せ
ら
れ
て
居
て
其
r
等
が
互
に
百
時
に
て
交
換
せ
ら

れ
居
た
り
と
す
る
c

此
の
際
に
ほ
ぼ
時
の
貨
幣
量
が
必
要
に
し
て
、
此
の
百
時
一
か
最
初
は
織
物
と
交
換
せ
ら
れ
共

に
は
小
委
と
交
換
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
取
引
総
額
は
二
百
傍
流
通
速
度
は
こ
と
な
る
。
然
る
に
今
小
委
の
生
産
部

円
に
於
て
著
し
き
技
術
の
匙
歩
が
行
は
れ
、
従
来
の
百
草
枕
よ
り
一
躍
百
五
十
単
位
に
生
産
高
が
増
加
せ
ら
れ
る

と
値
定
す
れ
ば
、
成
可
〈
従
来
と
同
様
の
比
率
の
下
に
小
委
と
織
物
と
の
生
産
高
が
増
加
せ
ら
れ
る
矯
め
に
は
流

通
貨
幣
孟
を
幾
許
に
す
べ
き
で
め
る
か
。

先
づ
物
債
の
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
す
る
場
合
を
考
察
し
ゃ
う
。
然
る
場
合
に
は
、
世
合
同
的
生
産

物
の
線
額
は
五
十
皐
位
増
加
せ
し
矯
め
に
貨
幣
量
も
亦
五
十
時
だ
け
増
加
す
べ
き
か
と
云
ふ
に
、
賓
は
貨
幣
の
流

通
蓮
度
が
二
な
る
矯
め
に
二
十
五
時
打
げ
増
加
さ
る
可
き
事
と
な
る
。
斯
〈
て
百
五
十
単
位
の
小
委
が
百
二
十
五

時
ー
と
交
換
さ
れ
る
事
と
な
る
が
故
に
、
小
委
一
軍
位
の
債
格
は
喜
暗
に
下
落
し
、
同
様
に
し
て
織
物
百
単
位
が
百

二
十
五
時
と
交
換
さ
れ
る
が
故
に
織
物
一
皐
位
の
債
格
は
一
・
二
五
時
に
騰
貴
す
る
事
と
な
る
。
然
る
に
、
般
に

貨
幣
量
を
増
加
せ
rc
る
場
合
を
見
る
に
、
小
委
百
五
十
単
位
が
百
時
と
交
換
せ
ら
れ
織
物
百
単
位
が
百
時
土
交
換

S. Budge; Lehre vom Geld， 1， 2. 5S， II3-195骨:日udge亦 D，Rohertson; 
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さ
れ
る
が
故
に
、
小
委
一
単
位
の
債
格
は
2
3
蹄
に
下
落
し
、
織
物
一
皐
位
の
債
格
は
替
の
ま
ま
の
一
時
で
あ
る
。

今
、
経
捕
聞
が
均
衡
を
保
ち
つ
つ
毅
展
す
る
矯
め
に
は
、
需
要
の
特
使
化
を
無
税
す
る
限
り
、
各
種
生
産
物
が
一
定

の
割
合
を
保
ち
て
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
然
る
に
前
例
に
於
て
は
、
物
僚
の
安
定
を
目
標
と
し
て
貨
幣

量
を
増
加
す
る
場
合
に
於
て
初
め
て
此
の
目
的
が
建
せ
ら
れ
居
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
貨
幣
量
を
増
加
す

芯
場
合
に
は
、
小
姿
の
債
格
い
か
き
暗
に
下
落
す
る
に
反
し
て
織
物
の
債
格
が
一
・
二
五
時
に
騰
貴
す
る
が
故
に
、

小
婆
の
生
産
規
模
が
縮
少
せ
ら
れ
織
物
の
生
産
規
模
が
晴
眼
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
で
め
ら
う
。
然
る
に
貨
幣
量
を

不
艶
ド
し
て
置
〈
場
合
に
は
、
小
暗
殺
一
の
生
産
規
模
が
縮
少
せ
ら
れ
ん
と
す
る
に
拘
は
ら
や
織
物
の
生
産
規
模
は
慣

格
不
鑓
の
熔
め
一
仁
蹴
張
せ
ら
る
可
3
刺
戟
hy-
蹴
(
が
放
で
あ
る

J

印
ち
貨
幣
量
密
不
離
に
し
て
置
く
時
に
は
、

制
的
生
成
哨
加
の
新
品
、
純
生
産
物

ω問
仁
起
れ
あ
各
種
生
産
物
の
交
換
僚
値
闘
係
の
量
化
一
か
、
貨
幣
債
格
の
上

に
反
影
し
な
い
と
云
ふ
快
勤
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
右
の
如
き
技
術
の
進
歩
を
件
ふ
資
本
集
約
的
後
展
は
、
人
口
の
増
加
じ
よ
り
で
重
大
な
る
影
響
を
受

〈
る
も
の
に
し
て
、
勢
働
人
口
の
増
加
は
資
本
集
約
的
援
展
の
み
を
詐
さ
や
、
他
方
に
於
て
勢
働
集
約
的
援
展
を

も
必
要
と
す
る
志
の
で
あ
る
。

三
、
技
術
の
準
歩
と
共
に
勢
働
集
約
化
U
A

は
粗
放
的
援
展
の
行
は
る
る
場
合
、
此
等
雨
つ
の
場
人
口
は
主
要
な
る

後
展
形
態
で
は
な
く
、
前
述
の
如
〈
一
方
に
於
て
努
働
徐
剰
を
生
じ
に
る
場
合
に
此
れ
を
吸
枇
す
る
が
魚
め
に
共

の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
六
時
繭

九
九

第
三
十
八
巻

一
一
七
五

Budge; a. a.。31) 



生
産
増
加
と
貨
幣
需
要

第
三
十
八
巻

一
一
七
六

第
六
貌

O 
O 

付
先
づ
技
術
の
進
歩
に
伴
ひ
で
よ
り
多
く
の
勢
働
力
を
用
ふ
る
場
舎
を
見
る
に
、
単
な
る
拙
労
働
集
約
的
援
展
の

場
合
の
如
〈
に
勢
働
の
牧
盆
力
が
低
下
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
貨
幣
量
を
増
加
せ

F
る
場
合
に
は
、
企
業
が

損
失
を
蒙
ら
.
さ
る
矯
め
に
は
捗
賃
総
額
を
増
大
す
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
勢
賃
は
下
落
せ
，
S
る
を
得
な
い
で
あ
ら

う
。
今
若
し
州
労
働
の
供
給
が
過
多
に
し
て
、
労
働
量
の
増
大
に
も
拘
は
ら
子
持
賃
線
額
を
増
加
せ
し
め
ゴ
る
程
度

に
持
貨
を
低
下
し
得
る
な
ら
ば
企
業
は
存
績
し
得
る
で
あ
ら
う
が
、
左
程
に
迄
勢
賃
を
低
下
す
る
事
は
貰
際
上
殆

ん
ど
不
可
郁
で
あ
る
~
印
ち
、
持
働
集
約
的
後
股
が
椴
踊
ぜ
ら
れ
る
限

h
は
次
第
仁
捗
働
需
要
が
商
ま
り
来
る
可
〈
、

而
も
他
方
に
於
て
勢
働
の
牧
盆
力
が
低
下
せ
一
ぎ
る
が
故
に
、
労
賃
の
み
佐
値
一
一
隔
に
低
下
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る

斯
〈
て
此
の
場
合
に
も
貨
幣
量
不
韓
の
政
策
は
放
棄
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
中
、
必
賃
の
下
落
を
防
ぎ
得
る
程
度
迄

貨
幣
量
の
増
加
が
望
ま
し
い
の
で
め
る
。
卸
ち
斯
〈
し
て
こ
そ
.
賃
質
捗
賃
が
高
ま
り
て
僻
労
働
者
も
亦
技
術
の
準

歩
の
恩
嘉
に
溶
し
得
る
事
と
な
る
が
故
で
あ
る
。

作
最
後
に
技
術
の
進
歩
に
仲
ひ
て
資
本
も
勢
働
も
共
に
増
加
使
用
せ
ら
れ
る
場
合
を
見
る
に
、
貨
幣
量
を
増
加

せ
ゴ
れ
ば
毅
展
が
行
詰
る
と
云
ふ
事
は
最
も
明
白
に
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
幣
量
増
加
の
標
準
は
大

韓
物
債
の
安
定
に
求
め
ら
る
可
く
、
生
産
増
加
に
臆
じ
て
捧
働
者
も
亦
技
術
進
歩
の
恩
恵
に
搭
し
、
経
済
援
展
も

亦
順
調
に
進
み
得
る
の
で
あ
る
。

結

言

Egle; a. a. O. S・7532) 



以
上
を
以
て
私
は
、
経
済
殺
展
特
に
一
枇
合
的
生
産
物
の
増
加
に
臆
じ
て
貨
幣
政
策
の
執
る
可
き
目
標
を
知
る
矯

め
に
、
生
産
増
加
を
膏
ら
す
可
き
諸
形
態
を
分
析
し
、
共
の
各
冷
の
場
A
口
に
就
て
、
経
済
が
均
衡
を
保
ち
つ
つ
殺

展
す
る
矯
め
の
貨
幣
需
要
を
考
究
し
た
の
で
あ
る
u

共
の
結
果
、
世
曾
的
生
産
物
の
増
加
を
驚
ら
す
可
き
殺
展
形
態
は
多
種
多
様
に
分
析
せ
ら
れ
得
る
が
‘
資
本
及

ぴ
持
働
の
何
れ
を
も
増
加
せ
十
単
に
技
術
の
進
歩
の
み
に
よ
り
て
生
産
増
加
が
欝
ら
さ
れ
る
場
合
を
除
け
ば
、
如

何
な
る
場
合
に
色
貨
幣
量
を
増
加
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
色
、
資
本
勢
働
の
増
加
を
仲
は
す

純
粋
な
る
技
術
の
進
歩
の
み
に
よ
り
で
生
産
増
加
を
鷲
ら
す

E
云
ふ
事
は
貫
際
上
は
殆
ん
E
旭
り
梓
Y
る
が
故
に
、

貨
骨
量
不
制
倒
的
政
策
以
賞
関
上
殆
ん
ど
4
4
賦
す
る

ω断
値
な
お
も
い
一
色
一
一
一
引
叫
ね
ば
な
ら
な
し
v
o

然
ら
川
相
JT
目制仰

と
し
て
貨
幣
量
を
増
加
す
可
き
か
と
言
へ
ば
、
此
れ
亦
個
冷
の
一
純
粋
化
ぎ
れ
た
る
殺
展
形
態
に
就
て
、
種
ιr
な
る

前
提
の
下
に
於
て
の
み
考
'
へ
得
ら
れ
る
も
の
に
し
て
・

一
般
的
な
る
目
棋
を
ば
指
示
し
得
5
る
次
第
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
多
く
の
場
合
に
於
て
、
物
債
の
安
定
と
、
勢
働
者
が
一
枇
命
日
的
生
産
物
の
公
正
な
る
分
前
に
興
ち
得
る
如
き

勢
賃
水
準
と
を
目
標
に
置
〈
な
ら
ば
、
鰹
稗
の
均
衡
的
な
る
毅
展
に
大
な
る
障
害
を
来
さ

F
る
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
生
産
技
術
の
念
激
な
る
進
歩
が
存
す
る
が
如
き
場
合
に
は
、
単
に
物
債
の
安
定
の
み
乞
目
標
と
せ
争
、

勢
働
者
も
亦
英
の
思
惑
に
粧
し
得
る
様
に
勢
賃
水
準
を
高
め
或
は
就
業
者
数
の
増
大
を
園
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

生
産
増
加
と
貨
幣
需
要
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